




























Study on the Community Based Cooperation in the Training Childcare Professionals
− Focus on the Active Learning of the Students and the Possibility of the Regional Contribution −
The present study, the University early childhood education department is a nursery’s 
training institution in the local junior college. In order to organize the content that is carried out 
in collaboration with the local community this paper investigates these various perspectives: 
intern cooperation training type, field-work & volunteer type, performance learning & outcomes 
type, retraining of the teachers – early childhood type and citizen seminar type, industry-
university cooperation type. From these six perspectives we focus our research. As a result, each 
author systematically clarifies the role of regional cooperation and regional contributions as 
child-care and caregivers’ training school. In addition, encountered challenges and prospects are 




































































































































































































































































































































県中地区 ６8 44 112
会津地区 38 25 ６3
県南地区 24 28 52
県北地区 1７ 24 41
いわき地区 8 0 8
相双地区 4 1 5
県　　外 3 1 4
























































回 日　程 活動予定場所 活動内容
第1回 5月1７日 幼稚園園庭 自然遊び（ネイチャーゲーム等）、探検隊の説明
第2回 6月21日 緑とのふれあいの森公園 自然散策「宝ものさがし・植物編」
第3回 7月12日 夏井川河川敷 自然散策「宝ものさがし・昆虫・生き物編」
第4回 9月6日 緑とのふれあいの森公園 探検トレッキング「歴史・絶景探検」
第5回 10月18日 諏訪・小峯遊歩道 探検トレッキング「歴史・絶景探検」
第6回 11月1日 緑とのふれあいの森公園 秋の味覚と焚火を楽しもう！
第7回 1月24日 運動公園又は幼稚園 ダイナミック雪遊び







































































































写真⑧ヘリポート見学 写真⑨ケースカンファレンス 写真⑩グループで討議 写真⑪救急車の説明
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保育者養成校における地域連携に関する研究
ちは多業種についての情報の交換・共有をしただけでなく、グループワークを通して深化する
過程を実感しつつ学ぶとともに、研修後も交流を続けるだけの関係を構築している。これは、
産学連携および大学間連携と捉えることもできる。同時に、他のスタッフとともにおこなった
筆者のファシリテーションは上記のような成果を上げるための地域貢献と捉えることができる
のではないだろうか。
５．おわりに
　保育者養成校として本学科の地域連携に関して、学生の学びと地域貢献に着目して初めて共
著という形でまとめることができた。執筆を契機として本学科の連携事業を改めて見直すと、
各方面において地域との連携が進められており、本学科が地域に大きく貢献していることが明
らかとなった。また、地域連携事業に参加した学生は、通常の授業では得ることの出来ない貴
重な経験を積むことで精神的に大きく成長し、連携事業が学生の学びに繋がっていることも分
かった。一方、今回の報告の中で連携事業においていくつかの課題も挙げられた。それらの課
題は紙幅の関係でここでは触れないことにするが、各方面との協議を重ねつつ課題を克服する
ことで、更なる本学科の発展に寄与するものと思われる。
　次に、保育者養成校としての将来の展望を考えてみたい。周知のとおり、すでに次期学習指
導要領の改訂作業は2018年度の全面実施を目標に始まっている。2016年8月には、中央教育
審議会教育課程部会の幼児教育部会より審議の取りまとめ（7）が報告された。この報告では、
現在の幼児教育が抱える課題の一つとして、「社会状況の変化等による幼児の生活体験の不足
等から、基本的な技能等が身に付いていないこと」が挙げられている。わが国では人口の減少
及び核家族化が進行し、幼児の生活体験はますます減少することが予想される。一方、忍耐力
や自己制御、自尊心といった社会情動的スキルや非認知能力といったものを幼児期に身に付け
させることが、大人になってからの生活に大きな差を生じさせるという国際的な研究成果（8）
等もある。近年、幼児教育の重要性への認識が益々高まっている中で、保育者養成校にはどの
ような保育者の育成が望まれるのであろうか。その鍵を握っているものの一つが次期幼稚園教
育要領であろう。前述の教育課程部会幼児教育部会の審議の取りまとめでは、幼児教育におい
て育みたい3つの柱となる資質・能力を次のように整理している。
①知識・技能の基礎（遊びや生活の中で、豊かな体験を通じて、何を感じたり、何に気付いたり、
何が分かったり、何ができるようになるのか）
②思考力・判断力・表現力等の基礎（遊びや生活の中で、気付いたこと、できるようになったこ
となども使いながら、どう考えたり、試したり、工夫したり、表現したりするか）
③学びに向かう力・人間性等（心情、意欲、態度が育つ中で、いかによりよい生活を営むか）
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　これらの資質・能力は、現行の幼稚園教育要領の5領域の枠組みで育んでいくことが可能で
ある。しかし、個別に取り出して身につけさせるものではなく、遊びを通しての総合的な指導
を行う中で「知識・技能の基礎」、「思考力・判断力・表現力等の基礎」、「学びに向かう力・人
間性等」を一体的に育むことが重要である。それゆえ、保育者養成校は、学生が将来保育者と
して保育現場に立った際に、これらの3つの柱となる資質・能力を子どもに育めることのでき
る保育者の養成を目指さなければいけない。いずれにしろ、本学科は地域連携事業をこれまで
同様に推進しつつも、次期幼稚園教育要領改訂を見据え、学生の2年間の学びについて見直し
を図ることが急務であろう。
執筆分担
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